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が工夫されていくだろう。
第２に新しい専門能力の開発である。新しいという意味はひとつには変

化に対応しやすい，より柔軟な専門能力である。ふたつには，個性を生か
した全人的能力としての専門性である。それは企業内だけではなくいろい
ろな場で自己啓発的に開発されストック化される。
第３に自発性の奨励である。画一的なオシキセ教育は最少限にしぼりこ

み、他方，学習機会が広げられて選択化，自己責任化されていく。参加費
をとるところもでてくる。本人の側で学習課題が形成されているかどうか
で能力形成に大きく差がついてくることになる。
第４に企業内教育の戦略化である。変化の時代には現状維持的な教育政

策ではなく，絲営の戦略||標にマッチした教育戦略が必要になってくる。
従来の機会平等主巍でなく、より重点的，選別的な教育が行われる。しか
も戦略に連動するために教育は流動化しフロー化する。継続教育的なうけ
とめは本人の側でなされなければならなくなるだろう。
多様化し流動化し、個別化し自己責任化し，そして開放化されていく教

育を統合する視点は生涯教育においてしかない。その生涯教育は企業内教
育ではいったいどのように考えられてきたのだろうか。

(3)企業内教育の性格
よくいわれるのは，企業内教育には生涯教育的考え方はない。なぜなら

企業内教育はどんなやり方をしても企業目的の枠を出ることはなく、しか
も当面のニーズによる場当り教育に終っているからである、というもの。
また一方，企業内教育の立場で個々人のプライベートなあり方まで手を

のばすのは，個人をまるごと労働手段化しようとする労務管理の強化にす
ぎない，とするもの。
しかしイデオロギー的立場は別としても，いずれも戦後企業内教育の実

態を無視した，理に走りすぎた断定である。たしかに企業内教育は企業ll
的達成のための手段であるが，歴史的に果たしてきた役割は各種の人間主
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義理論，人間尊重思想を企業に導入するのに積極的で，これを教育のなか
で実践しようと努力してきたことである。企業の側からみると，教育部門
はいわば境界的（マージナル）性格が強かったのである。一方では経営の
手段，他方では人間教育の理念を追求する２つの顔をもったヤヌス神の如
きものであった。それはいずれにも徹しきれないという理想主義的弱さも
あったが、これまでとにかくバランスを保ってこれたのは企業と個人との
関係が一体化されていて，企業ニーズと個人ニーズとの食いちがいが事実
上問題にならなかったためでもある。
そのような実態をふまえて，さて企業に生涯教育があったかどうかとい

えば，生涯教育そのものの定義にもよるが，少なくともある統合された継
続教育がOJTを中心にして行われてきたことは事実である｡機能や役割の
向上という組織上のニーズから行われたものとはいいながら，教育部門で
は個人のキャリア形成上のニーズや、人間形成上のニーズへの配慮を加え
ながらう°ロク・ラムを構成し実施してきたことも多くの企業において事実で
ある。
そしてこの40年に及ぶ企業内教育の実践は、閉鎖的ではあるがそれぞれ

の企業内に独自の教育資産を蓄積してきた。それは多くの試行錯誤のうえ
に行われたものであるだけに，社会的にもつと共有化されて活かされるべ
きものであると思う。いま企業内教育の閉鎖性がようやく破られていこう
とするとき，新しい生涯教育実践の場でこれらの資産を集約し，創造的に
統合し，企業人あるいは社会人万人のために有効活用していくことが社会
的に意義あることと思われる。企業が生涯教育をやってきたかどうかとい
う議論よりも，こちらの方がより大切なこと力､もしれない。
時代の流れのなかで，継続教育，人間教育的な視点を失わずに，個人と

企業のニーズに応えてきた企業内教育も、いま大きなllllり角にさしかかっ
ている。収ﾉj.のニーズが分れてシェーレ状に広がり，かつきびしさと緊急
さを増してきた。
それだけではなく，企業ニーズそのものが個人に組織活動への集中力，
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結束力の発揮を要求しながら，他方で経営開発に向って個性，異質性，さ
らには自律性の発揮を期待するというあい矛盾した能力開発の課題を志向
せざるをえないようになってきた。
企業内教育は生涯教育との二元化をはかりそれぞれの性格を明確にする
ときがきている。その場合どのように接点をつくるかが両者の性格を考え
る決め手となるだろう。

2．企業内教育と生涯教育との接点

(l )OJTと学習共同体
戦後のOJTは終身雇用の定着とともに人材育成の基本的部分を占めるよ
うになり，制度的には企業差はみられるものの、実質的には企業内人材育
成の90％に及ぶ役割を果たしてきたといわれている。
OJTの成立要件は，ひとつは上から下へ技能を伝承する能力ヒエラルキ

ーの存在と，もうひとつはタテ社会的な同質的仲間意識の存在であった。

そのなかで技能伝承と人間指導，そして企業文化伝承がだれかれをとわず
混然と行われ，一人前の企業人が育てあげられていった。OJTの制度化は
かえってこのダイナミックな力を弱めてしまう面もあった。
OJTがうまくいかない理由として，管理者が忙しすぎるとか、管理者が

業績本位だとかいうのがよくあげられるが，それはむしろ管理者としては
当り前のことで、問題は先輩たちによる指導がよく機能しなくなったとい
うことの方が大きいのである。かつての先輩指導は必ずしもフォーマルに
行われていたわけではないが,OJTの制度化はOJTを職務上の関係と設定
することにより，それまでの個人業（ワザ）的な人間的接触の性格をうす
めてしまうことになった。それらはインフォーマルな場に追いやられてい
くのである。
もうひとつの要件であるタテ社会的な同質的仲間関係が健在であるうち

は、それでも、インフォーマルな場で人間くさい指導が行われていたが，
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認しておく必要がでてくるのである。
自己啓発には機会概念と過程概念があるといわれている。自発的に勉強

の機会を求めることは機会概念としての自己啓発であって，教育機会を多
くの社員に保障しようとする自己啓発援助制度は，機会平等主義の延長線
上にある。しかし本来の自己啓発は教育によってインプットされたものを，
自分の内面にポテンシャルな能力として統合化，ストック化して，それを
日常活動に実現化，価値化していく過程をいうのである。インプットのあ
り方が問題なのではなく，本人の学習過程が問われるのである。学習課題
がはっきりしておれば，あらゆる教育機会がそこに結びつけられて生かさ
れるであろう。教育が強制参加であろうと任意参加であろうとかまわない
のである。
過程概念による自己啓発で考えれば,OffJT,OJTとの３本柱というこ
とでなく，自己啓発を土台にすえて，その上にOffJTやOJT,その他のあ
らゆる教育機会が立てられる図式になる。３本柱の発想は自己啓発を機会
概念としてとらえたものであった。
あらゆる教育機会を統合化する学習課題はひとりの人間の総体的生き方

をベースに考えられなくてはならない。ひとりの人間には職業人，家庭人，
社会人などいろいろな側面があるが，それらを総体的に，構造的にとらえ
て未来の自己イメージを明確にするところから学習課題が確立されていく
だろう。それは自己の総合的開発として企業内教育の枠をこえた教育課題
になるだろう。自己啓発というより「自己開発」として生涯教育と結びつ
け，企業内教育との共通土台を形成することによって，企業内教育自体も
活性化していくものと思われる。（図ｌ参照）
いま大企業などで実施されている退職前教育などの人生教育においても，

この統合化の視点を欠くと，与えられる知識や情報のなかで，かえってと
まどいを増してしまう結果も出てくるのである。
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これからの企業人の生涯教育と企業内教育のあり方を考えるI9

思想家が追求してきた課題であった。いまは心理治療の場でも実践されつ
つある。これから自己の内面に価値を見出していくことが、すべての人の
課題になってくると，それらの場で蓄積されたノウハウの共有化がはから
れなくてはならない。

4．企業人の生涯教育システム

(1)企業内教育の再編成
1974年(II{{ill49年）の通産省人間能ﾉJ開発研究会報杵「企堆人教育の基

本的ビジョン」によれば“企業人の能力は「企業目的達成のために顕在化
された能ﾉﾉ」から「全人的能力」へと考え方を変え，教育も「企業のため
の教育」から「人間のための教育」へ転換しなければならない”と宣言し
ている。そして“企業人教育は従来のように企業内において体系化され実
施されるものでは不十分であ')，また企業のみに依存することも問題があ
る”として“生涯教育，余暇教育のあり方を検討し、そのプロセスおよび
う°ログラムの体系化をはかること。自己啓発を促し能力を開発し発揮させ

るための企業の論制度システム，組織風土を作ること”の必喫性を提言し
ている。
そこにみられるのは企業内教育そのものの発展的拡大であり，-．般の生

涯教育論にもそのような主張が多い。しかしここで提言したいのは企業内
教育と分離した堆涯教育システムであり，しかも両者を創造的に関係づけ，
双方の活性化をはかろうとするものである。
前述のような教育課題が自律的・総体的にとりくまれるのであれば，そ

の場はどこであってもかまわないのだが，企業内教育の現状をみるとき．
理念的にも能力的にも限界にきていると思うので，この際，教育資産の集
約、共有化をはかって関係者の協働による社会的生涯教育システムの構築
をはかることが有効であると思われるのである。
企業内教育は企業目的達成のためという本来の役割に立ち帰って，その
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